
２
カ
月
分
の
無
償
化
を
実
施
す
る

た
め
、
水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
出

金
を
措
置
す
る
ほ
か
、
小
動
物
火

葬
棟
の
施
設
整
備
に
向
け
た
設
計

費
用
を
追
加
措
置
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
歳
出
を
賄
う

財
源
は
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出

金
、
寄
附
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入

及
び
市
債
に
よ
り
措
置
す
る
も
の

で
す
。

〔
主
な
質
疑
〕

○
子
ど
も
未
来
基
金
積
立
金

問　
こ
の
時
期
に
５
億
円
の
財
源

は
ど
こ
か
ら
見
い
だ
し
た
の
か
。

答  

本
年
度
の
決
算
見
込
み
と
来

年
度
以
降
の
財
政
状
況
な
ど
を
勘

案
し
た
結
果
、
基
金
へ
の
積
立
金

と
し
て
確
保
で
き
る
見
込
み
が
立

っ
た
額
で
あ
る
。

問　
ど
の
よ
う
な
事
業
を
計
画
し

て
い
る
の
か
。

答  

例
え
ば
、
国
に
先
駆
け
た
３

歳
未
満
の
保
育
無
償
化
の
場
合
、

あ
る
の
か
。

答　
今
回
の
給
与
改
定
は
、
社
会

一
般
の
情
勢
に
適
用
さ
せ
る
情
勢

適
応
の
原
則
、
国
や
他
の
地
方
公

共
団
体
、
民
間
企
業
の
給
与
水
準

に
均
衡
さ
せ
る
均
衡
の
原
則
な
ど

を
踏
ま
え
改
正
す
る
も
の
で
、
本

市
独
自
に
改
正
す
る
点
は
な
い
。

○
令
和
５
年
度
行
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算            

（
原
案
可
決
）

　

子
ど
も
政
策
を
は
じ
め
、
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
た
市
民
や
事

業
者
へ
の
支
援
な
ど
を
中
心
に
必

要
と
な
る
予
算
を
措
置
す
る
も
の

で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
17
億

２
７
２
３
万
８
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
を
３
０
７
億
９
５
９

万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、
総

務
費
で
は
、
新
た
に
創
設
す
る
子

ど
も
未
来
基
金
に
５
億
円
の
積
立

て
を
行
い
ま
す
。

　

民
生
費
で
は
、
物
価
高
騰
に
直

面
す
る
経
済
的
に
厳
し
い
環
境
に

置
か
れ
た
低
所
得
世
帯
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
を
対
象
に
１
世
帯
当
た
り
７

万
円
の
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

衛
生
費
で
は
、
水
道
基
本
料
金

3　　ぎょうだ議会だより

決　議
停
戦
に
向
け
た
外
交
努

力
を
求
め
る
決
議

議
員
提
出
議
案

条　例
期
末
手
当
の
引
き
上
げ

補正予算
補
正
総
額

17
億
２
７
２
３
万
円
余
り

行田市斎場

年
間
約
１
億
円
の
費
用
が
見
込
ま

れ
、
５
年
分
に
相
当
す
る
額
で
あ

り
、
一
定
期
間
事
業
を
安
定
的
に

継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
額
で
あ
る
。
事
業
計
画
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
で
幸
せ
に
成
長
で
き
る
社
会
を

実
現
す
る
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」

の
視
点
に
立
ち
、
新
年
度
予
算
編

成
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　

12
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請

願
３
件
は
、
所
管
の
委
員
会
等
で

慎
重
に
審
査
を
行
い
、
次
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。   

（
敬
称
略
）

○
行
田
市
学
校
給
食
費
無
償
化
を

求
め
る
請
願            

（
不
採
択
）

付
託
先　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
行
田
市
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
、

12
月
29
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

利
用
を
求
め
る
請
願   

（
不
採
択
）

付
託
先　

建
設
環
境
常
任
委
員
会

提
出
者　

市
民
の
声
を
市
政
に
届

　
　
　
　

け
る
会　

代
表
者　

高
橋　

弘
行

○「
現
行
の
健
康
保
険
証
の
継
続
」

を
国
に
対
し
て
意
見
書
提
出
を
求

め
る
請
願               

（
不
採
択
）

付
託
先　

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

提
出
者　

行
田
・
羽
生
地
域
社
会　
　
　
　 　

　
　
　

保
障
を
よ
く
す
る
会

会
長　

山
田　

美
佐
夫

○
行
田
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例                  

（
原
案
可
決
）

　

人
事
院
勧
告
等
を
踏
ま
え
た
本

市
一
般
職
及
び
特
別
職
の
給
与
改

定
等
に
準
じ
て
、
市
議
会
議
員
の

期
末
手
当
に
つ
い
て
も
改
定
を
行

う
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

○
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

伴
う
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ

ど
も
園
等
及
び
小
学
校
・
中
学
校

の
給
食
費
の
負
担
を
国
の
責
任
で

行
う
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

（
原
案
可
決
）

　

令
和
元
年
10
月
よ
り
幼
児
教
育

保
育
の
無
償
化
が
始
ま
り
、
令
和

２
年
４
月
に
は
制
限
、
上
限
は
あ

る
が
私
立
高
校
ま
で
教
育
の
無
償

化
が
進
ん
で
い
る
。
令
和
５
年
４

月
に
は
内
閣
府
に
こ
ど
も
家
庭
庁

が
設
立
さ
れ
、
積
極
的
な
少
子
化

対
策
や
、
こ
ど
も
・
子
育
て
政
策

が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
教
育
の
無
償
化

は
進
ん
で
い
る
が
、
教
育
の
一
部

で
あ
る
給
食
は
無
償
化
さ
れ
て
い

な
い
。
市
町
村
単
独
で
の
給
食
費

の
無
償
化
は
財
政
へ
の
圧
迫
と
事

業
継
続
の
確
実
性
が
心
配
さ
れ

る
。教
育
の
無
償
化
を
行
う
な
ら
、

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴

う
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど

も
園
等
及
び
小
学
校
・
中
学
校
の

給
食
費
の
負
担
を
国
の
責
任
で
行

う
こ
と
を
求
め
る
。

（
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
）

○
ガ
ザ
攻
撃
中
止
と
即
時
停
戦
に

向
け
た
外
交
努
力
を
求
め
る
決
議

（
否
決
）

意見書
意
見
書
を

関
係
機
関
に
送
付


